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基本方針Ⅳ：生物多様性と子どもたちの関わりを増やします。 

施策の方向性１２．守り・伝える人の発掘･充実  

施策⑬：地域の生物多様性を「守り・伝える人」の発掘・充実 

 

◆趣旨 

生物多様性の恵みを将来にわたって引き継ぎ、生物多様性の保全と持続可能な利用を実現する

ためには多様な主体が地域の生物多様性を守り、未来に伝える担い手の知識や経験などを活用し

ていく必要があります。そこで、生きものをはじめ、地域の伝統や文化など生物多様性に関する

知識や経験をもつ多様な世代と分野にわたる人材の発掘・充実化を図ります。 

 

◆取組内容（令和３年度～令和５年度） 

 観察会やイベントなどを通じて、生物多様性に関わる人材を発掘し充実させます。 

 主体間交流を通じて、「守り・伝える人」の発掘・スキルアップを図ります。 

 アンケートなどを実施し、伝えられる側のニーズを把握するとともに、伝える側にフィー

ドバックし、「守り・伝える人」の充実を図ります。 

 

◆各主体に期待される役割と市の役割 

関連する主体 役 割 

市民 観察会やイベントへの参加、主体間交流への参加 

事業者 観察会やイベントへの参加、主体間交流への参加 

大学などの研究機関 観察会やイベントの協力、主体間交流への参加 

市民活動団体 観察会やイベントへの参加、主体間交流への参加 

藤沢市 人材の発掘・充実 

 

◆実行プランに位置づける藤沢市の目標設定 

取組内容 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

１．人材発掘を目的とした生物多様性

関連の観察会・イベント等の実施

及び支援 

実施及び支援 実施及び支援 実施及び支援 

２．主体間交流を通じた「守り・伝え

る人」の発掘とスキルアップ 
実施 実施 実施 

３．アンケートの実施と結果の反映 実施 実施 実施 

※ 他の施策と共通性の高いものについては、併せて実施する場合があります。 
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観察会やイベントなどを通じて、生物多様性に関わる人材を発掘し充実させます。 

 

 

◆「藤沢市生物多様性地域戦略」の取組（独自事業）と既存計画関連の取組（関連事業）との連携

を緊密に行うことで、「生物多様性への全ての影響（危機）」の回避を目指します。 ※2頁参照 

  

◆「藤沢市生物多様性地域戦略」の取組（独自事業） 

（１）生物多様性に関わる人材の発掘・充実  

● 市民活動団体等との連携による観察会やイベントの開催等を通して、「守り・伝える人」を発

掘するとともに、観察会やイベントの開催のほか、各種パンフレットの配布等を通して、生

物多様性に対する意識啓発を図ります。 

● 観察会やイベントにおいて、環境教育・環境学習を実施し、環境保全実践活動に携わってい

る人材の活用を図ります。  

● 観察会やイベントにおいて、アンケートを実施し、結果を解析し「守り・伝える人」へフィ

ードバックします。 

● 保全活動に取り組む団体間の情報交換・交流が図られるように活動場所の確保や資料の整備・

提供、相談等の支援を推進します。 

（担当事業課：みどり保全課） 

 

 

 

 

◇ 生物多様性関連の観察会・イベント等の実施 ◇ 「守り・伝える人」の発掘・充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《取組事例》 

市主催自然観察会当日の様子 

市有山林内を流れる小川で水生生物を観察中 

同山林では、NPOとの協働管理を実施している。 

 

 

 


